
公共工事設計労務単価の概要

公共工事設計労務単価について 参考資料１参考資料１

○ 性格：公共工事の予定価格の積算用単価

※ 個々の契約（下請契約における労務単価や雇用契約における労働者への支払い賃金）を拘束するものではない
※ 諸経費分は含まれていない※ 諸経費分は含まれて な

○ 法令：予算決算及び会計令第８０条第２項

「予定価格は、契約の目的となる物件又は役務について、取引の実例価格、需給の状況、履行の難易、
数量の多寡 履行期間の長短等を考慮して適正に定めなければならない

○ 設定：毎年10月、国、都道府県、政令市等発注の公共工事に従事する建設労働者（約20万人）の賃金支払い実態
を調査し、取引の実例価格として年１回、年度当初に設定。

設計労務単価 労務費調査後 労務単価 変動が られたため 統計調査 結果等を活

数量の多寡、履行期間の長短等を考慮して適正に定めなければならない。 」

→ Ｈ２４設計労務単価については、労務費調査後、労務単価の変動が見られたため、統計調査の結果等を活用し、
上記により算出した単価を最新月へ補正

○ 利用者：国、地方公共団体、独法等が予定価格の積算に利用。
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全職種全国単純平均（参考値）

平成24年度公共工事設計労務単価について（主要12職種） 参考資料２参考資料２

単価が上昇した区分 1,046 ( 46%)
単価が変わらなかった区分(新規設定区分含む) 375 ( 16%)

全職種全国単純平均（参考値）

１６，５０４円（前年度比＋０．９％）

※公共工事設計労務単価は、職種別、都道府県別に設定する
ものであるが、参考として平均値を算出。

岩手県、宮城県、福島県においては、2月20日より特例的
に適用した単価を引き続き採用している

単価が低下した区分 856 ( 38%)
2,277 (100%)

（円/1日8時間当たり、対前年度比(%)）

左官
交通誘導員

A
交通誘導員

B
参考値

（全職種単純平均）
特殊作業員 普通作業員 軽作業員 とび工 鉄筋工

運転手
（特殊）

運転手
（一般）

型わく工 大工

北海道 13,400 0.0% 11,000 2.8% 9,200 2.2% 13,400 1.5% 13,600 3.8% 13,300 0.0% 11,100 -0.9% 13,100 2.3% 14,000 4.5% 14,000 0.0% 7,900 -1.3% 7,100 -1.4% 15,125 1.1%

宮城県 15,400 6.2% 11,800 6.3% 9,300 6.9% 14,200 8.4% 16,800 8.4% 16,800 6.3% 15,100 6.3% 18,100 8.4% 15,700 8.3% 16,500 8.6% 8,800 11.4% 8,000 11.1% 16,296 7.7%

東京都 17,300 2.4% 14,000 2.9% 10,800 -0.9% 18,500 7.6% 18,700 2.7% 17,100 -1.2% 14,100 -0.7% 17,000 2.4% 19,200 3.2% 18,200 2.8% 9,700 0.0% 8,600 -3.4% 18,420 2.4%

新潟県 14,700 0.0% 12,200 -1.6% 10,800 0.9% 14,300 0.0% 15,000 -0.7% 14,600 0.7% 12,800 -2.3% 14,200 -0.7% 14,500 -0.7% 14,200 -0.7% 8,500 0.0% 7,700 -2.5% 15,846 0.0%

愛知県 16,600 -1.8% 13,700 0.7% 10,800 -1.8% 17,400 1.2% 16,000 1.3% 16,500 -1.8% 14,700 -1.3% 17,500 1.2% 17,600 1.1% 16,000 1.9% 9,000 0.0% 8,300 0.0% 17,678 0.4%

大阪府 16,300 -1.8% 12,900 -2.3% 10,400 -1.9% 18,100 3.4% 16,200 0.0% 16,800 -1.8% 14,200 -2.1% 17,500 0.6% 16,000 0.0% 15,600 2.6% 8,400 0.0% 7,500 1.4% 17,255 -0.2%大阪府

広島県 15,000 0.0% 13,100 0.0% 9,900 -1.0% 15,400 4.1% 15,200 0.0% 15,400 2.0% 13,000 -2.3% 14,800 1.4% 15,100 0.0% 14,200 0.0% 9,000 -4.3% 8,000 -2.4% 16,127 0.5%

香川県 14,700 0.0% 13,000 1.6% 9,900 -2.0% 14,200 0.0% 14,100 -0.7% 14,100 -2.8% 13,100 -0.8% 14,400 3.6% 15,100 0.0% 14,900 2.1% 8,100 -2.4% 7,300 -2.7% 16,020 -0.1%

福岡県 15 300 0.0% 12 500 0.0% 9 400 -1.1% 14 700 0.0% 14 200 0.0% 14 700 -0.7% 12 300 -0.8% 14 200 0.0% 15 100 0.0% 14 400 0.0% 7 700 -2.5% 7 100 0.0% 15 371 0.3%福岡県 15,300 0.0% 12,500 0.0% 9,400 1.1% 14,700 0.0% 14,200 0.0% 14,700 0.7% 12,300 0.8% 14,200 0.0% 15,100 0.0% 14,400 0.0% 7,700 2.5% 7,100 0.0% 15,371 0.3%

沖縄県 15,600 -2.5% 12,100 0.0% 9,200 2.2% 16,800 0.0% 15,100 -1.3% 17,700 -2.2% 15,600 -2.5% 16,400 2.5% 15,400 -1.9% 15,000 1.4% 7,200 -2.7% 6,500 -1.5% 15,980 -0.7%

参考値
（全国単純平均）

15,200 -0.7% 12,504 -0.4% 9,806 -0.4% 15,617 1.8% 15,504 1.8% 15,421 -0.9% 13,581 -1.3% 15,717 1.6% 15,896 1.2% 15,334 1.5% 8,430 0.1% 7,585 -0.7% 16,504 0.9%



参考公表 参考資料３参考資料３

資格保有者の賃金水準

職種
公共工事

設計労務単価 職種
公共工事

設計労務単価 １級技能士
登録基幹技能者

（基幹技能者を含む）
１級技能士

登録基幹技能者

（基幹技能者を含む）
職種 設計労務単価

（全国単純平均）

職種 設計労務単価

（全国単純平均）

+9% ～ +12% +10% ～ +13%
（１級造園技能士） （登録海上起重基幹技能者）

7% 11% 13% 17%

高級船員 20,464 －

１級技能士
（基幹技能者を含む）

１級技能士
（基幹技能者を含む）

造園工 14,628 －

+7% ～ +11% +13% ～ +17%
（登録鳶・土工基幹技能者） （登録海上起重基幹技能者）

+15% ～ +19% +3% ～ +6%
（登録電気工事基幹技能者） （登録型枠基幹技能者）

－型わく工 15,717

普通船員 16,221 －とび工

電工 15,355 －

15,617 －

+3% ～ +4% +6% ～ +10% +4% ～ +9%
（１級鉄筋施工技能士） （登録鉄筋基幹技能者） （登録配管基幹技能者）

+3% ～ +6% +10% ～ +15%
級建築板金技能

－

運転手(特殊) 15,421 － 板金工 15,081 －

鉄筋工 15,504 配管工 14,874

（登録ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送基幹技能者） （１級建築板金技能士）

+16% ～ +21% +4% ～ +8%
（登録橋梁基幹技能者） （１級ガラス施工技能士）

+15% ～ +19% +11% ～ +15%

ガラス工 14,900 －

ダクト工 14 072

橋りょう特殊工 －

橋り う世話役 21 709

18,757

※平成22、23年度公共事業労務費調査のデータの有効標本のうち、集計に必要な資格保有者の標本数が集まった職種について、
職種毎の都道府県別の平均額と資格保有者の平均額の差を全国加重平均し 標本誤差を加減して算定

15% 19% 11% 15%
（登録橋梁基幹技能者） （１級建築板金技能士）

ダクト工 14,072 －橋りょう世話役 21,709 －

職種毎の都道府県別の平均額と資格保有者の平均額の差を全国加重平均し、標本誤差を加減して算定。
「－」覧は該当資格なしまたは標本が集まらなかったもの

岩手県、宮城県、福島県においては、2月20日より特例的に設定した単価を採用している


